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1. 目的 

 本研究では長期間の海岸線の浸食傾向を把握し、

人為的な構造物による汀線変化の抑制を目的とし

ている。浸食傾向を把握するために汀線変化モデル

を用いて、長期的な汀線変化のシミュレーションを

行い、浸食の傾向にある場所を把握する。また、海

岸浸食に対する構造物による影響を可視化する。 

 

2. 研究背景 

 現在、全国各地の沿岸では浸食による汀線後退が

問題となっている。このような汀線の変化は長期的

な浸食によるものであり、予測することが困難であ

る。また、長期間のシミュレーションは計算量が多

く、計算時間がかかってしまう。そこで、短時間で

広範囲かつ長期間の計算ができる「汀線変化モデル」

を用いて、シミュレーションを行うこととした。 

一方で、海岸侵食の対策として防波堤やテトラポ

ッドなどの海岸保全施設の設置がなされているが、

構造物周辺では波の回折、反射が発生し、場合によ

っては悪化や別の問題の発展にもなりかねない。そ

のため、人為的な構造物を設置するためには、その

場所が侵食傾向にあるか、構造物周辺ではどのよう

に地形が変化するかを正確に把握しなければなら

ない。 

 

3. 計算手法 

 3-1. 概要 

 波浪の影響による汀線の後退には長期的な変化

の傾向があり、そのため長期間のシミュレーション

が必要となり計算量も多くなる。そこで、今回は計

算時間が比較的に短い汀線変化モデルを用いる。こ

のモデルは、実現象を単純化することで広範囲かつ

長期間の計算を可能にしている。基本的には汀線に

沿った沿岸漂砂量の分布を求め、漂砂量の差から汀

線の変化を求める手法である。 

  

3-2. 沿岸漂砂量の推定式 

Q = A ∙ Eb ∙ Cgb ∙ sin αbs ∙ cos αbs 

 Qは沿岸漂砂量、Aは係数、Ebは砕波点におけ

る波のエネルギー、Cgbは砕波点における群速度、

αbsは砕波波向である。この式は経験的に求められ

た推定式であり、係数Aの値として10−5を用い

る。 

 

3-3. 汀線変化量の基礎方程式 
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= −
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y_0 は汀線位置、tは時間、h_i は移動限界水深、

λは砂の空隙率、x は沿岸方向の距離である。汀線

の変化は Q に依存し、沿岸方向に Q が増大する場

所では(∂y_0)/∂t>0となり汀線は前進し、逆に Q

が減少する場所では(∂y_0)/∂t<0 となり汀線は

後退する。 

 

3-4. 計算フロー 

 初期汀線位置、初期水深を入力し、初期汀線の位

置を設定する。その後、各格子点上で波高・波向・

群速度を求める波浪変

形計算を行い、砕波条

件より各砕波点上での

砕波パラメータを算定

する。求めたパラメー

タから汀線に沿った沿

岸漂砂量をそれぞれ計

算し、その差分より汀

線の変化量を求める。 

 

 

4. 計算条件 

 計算対象領域は、富山海岸の神通川と常願寺川の

河口を含む沿岸方向に 12000m（格子間隔 300m）、岸

沖方向に 6000m（格子間隔 100m）の領域とし、初期

図-1 計算フロー 
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汀線と水深は 2001 年のものを用いた。沖波の波浪

条件として波高 1.0m、入射角 0°（沿岸方向に対し

て垂直）の波を 2 年間の計算×5 回ループ実行し、

10年間作用させた。 

 

 

 

 

 

 

 5. シミュレーション結果 

 

計算領域における初期汀線と 5,10 年後の汀線変

化量の計算結果を比較したグラフを図-3 に示した。

左の縦軸は初期汀線と対応しており、沖方向の距離

を表している。また、右の縦軸は汀線の変化量を表

している。横軸は沿岸方向の距離を表しており、単

位はいずれも m である。結果より、入り組んだ地形

では汀線の変化が激しいことがわかる。 

 

6. 構造物設置の検討 

 シミュレーション結果の汀線変化が激しいエリ

アでは人工的な構造物の設置による処置が必要に

なる。しかし、「汀線変化モデル」は図-4 に示すよ

うに沖の方向へ帯状に計算エリアを区切るため、帯

内の波速や波高は同じになってしまう。そのため、

構造物による影響を計算することができない。よっ

て、構造物を考えるためには図-5 に示すように沿岸

方向だけではなく、離岸方向へも計算エリアを区切

る必要がある。 

 

 

7. 構造物周辺の流れの変化 

 図-5 のようにシミュレーションエリアを区切り、

構造物周辺の流れの変化を計算した結果が図-6 で

ある。矢印は波向

を表している。中

央の構造物周辺で

は波の回折や反射

が発生している

ことがわかる。 

 

8. 考察 

 構造物を設置することによって沿岸付近の流向

や流速を変化させることができるので、構造物によ

って汀線の変化を抑えることができると考えられ

る。しかし、2 次元モデルは汀線変化モデルよりも

計算量が多いため、複雑な地形では計算時間が多く

なってしまう可能性がある。 

 

9. まとめ 

 汀線変化モデルを用いて、浸食傾向のある場所を

特定することができた。また、2 次元のモデルは汀

線変化モデルでは解けなかった構造物周辺の流れ

の変化を計算することができる。このモデルを用い

て、対象エリアを計算することによって、構造物に

よる汀線変化をシミュレーションすることができ

る。 
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図-3 シミュレーション結果 

図-2 計算対象エリア 
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図-4 汀線変化モデル 図-5 2次元モデル 

図-6 構造物による流れの変化 
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